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繰返レ車由す自載荷5授ける部材勺夫妻形埠＼Iてみ11る解祈的5開ノ性挙動

王台第 野中桑ニ官f0 l両壱回~凶

最近、特 I~ 建禁専で 1;;l: ‘地震日奇 I~ 於ける筋かけイ寸き鉄骨家主誌の挙動を知るうえ lて、持品レ載荷を受げる箭刀、け

その b のの変約J制大~ .l す叶うか I~ しむ IJi}t_ 1jJJうゐ tパとド、認識？札 哀駿的ほう水 I~J史論的研寵ドJ合誌にi主

的られ楚ラ勺内泉駅報告されつつあ＇） (I＿＞著者らも トラス都,f!J"ャ箭胃、、Jを対象として 軸右向 I~ 繰Jえレ載荷 E
~1＇）る梓材の履反地番えを鍋べ、て今れ結果‘通時芋ぶされる程度のふさ臼変形成で・の有効長ぎの明確q鉄骨危長断

面材の誉動は概~J"Bf\ うかいされれよう｜て忠、われる。レかレ、議造よ．部材育＼曲 1J を愛 11 Q場企ヒ軸右向却 ε愛it
る渇令ヒの両］I性差を考之るとき、勅刃五愛11令部材勺久変形境、l：ぉ1Jる挙動 E明程1－；，しておく：とFて よ記構造

物内最久前芦白けレ終局私健の茨jそのれめ 1－：..室牢で、わ会こと l~ 11.付くひこのよう由説、をかう すで I~ ）く安静主主 I:

お1Jる解村守）えの概声合主えし、斡さ向刃と変形諸量との関係き点める Rめの数F主的基礎九、主$1；てみIJ r~ ので！？

ここではその理論l＇」む計~伊j を紹介す Q.

仮定

載荷前！な真直で、－ 1長ゐ断面ち有する棒Jr~·、両捕で、単 ttiて支持されて ＼） むものとし， もともと材長Lo＿断面積Ao

断面二求ιーメントエo.Yov.n0 係数五誌もi釦 lJ、 I~ よる砕イ丈乞｛メシト川0.＊も5117長l~よる降伏軸力 No E有レてけ

れものと古る． この梓p－.；：. 荷主パを貨 IJて、壊れること向くーヰ面肉ち・イ中以有 ｛；； I/ JJ: t走J-)-. 両端手相対委仕Ati¥・ 

生寸る。境Jアl主材長今才－ 7・-I＼達する 1.iむ久きくむリ得る hのヒし‘ E凶STll<Aの閉鶏lておけると l司禄．境Jr曲

線ドけえつかの媛4t曲線引普くよう向場企Eも会v-~ ！＝育てできる ω その渇令．祖母与る友也在、閉 E有知長と考之、

Nゐ＇j v:: ムの五古前 l司微117 ：変形瓜 l：巧 ＼｝ て~l J.長リド.：£. 1＇取るよう I~ と否。さらに‘塑性支部lでよる有限付氏、も考

有、レ．材長支払lて伴う前面積、断面ニふたもーメレト 降イ天王ーメシトの変化b考梶し、そ hらの値き夫 T A，工，

Mfヒ害く。点目うる（＂：. 中安点の堆Jナもす，捜Jァ角ろ＠，曲！？、f－メント玉川、材端の投今南 E呈とし． ぞれうの

正の古向を図 1Iて示しれようじとる。計l結J;I~ 免 r~－ ら、以下 1：基本的白俊夫主再掲する． l" 対抗、ヒする部

材叫－>Xi-1封色体と考尤得る b .:zo J 採尽きl~長カ吾愛＇r.oとき、 J 定時イ天軸カ Np==No~ 脅する庖＆ 6手塑性的挙

雪加をする。 3＂軸刃パと也 r}:t. 戸メ L ト川が‘央存するとき l て b 定企3単塑位外として扱リイ与、その相乏干渉~ィX

J全社1j、IMI JVlp l -t IN I /¥Ip 1 = 1 で近似でラ 90 部材普断のおlJlIま企ぇ禁視できるものとする。 4" J.単位変形

，，イキう静材寸広の亥イじl主義視」できる匂 5" 断面は変哲2イ友Uιの断面と労相！的 I：相似で、ある。 60 瓦縮却を

妥 1j る真孟臼事~1可は降板動力 Np ま f 1~ El.(.le-r荷重 NE=1t九工IL2 で、産五 1 る。ここ 1－~いは変形伎の材長である。

7• 局所的なJ主史位ゐ、よ以、色分日拘牲は係証されてりるものと 3 る。

計算伊j

静杭夫数ヒして 詳伝歪 No/EAo主υ43x /()-3 とレと計lレR結lを箇ぇ～函51－；，示す旬箇Z可図4I~. 荷重

パヒ変形量ム マ、＠、 j. ゐ占以：ギ長断面 η 也！？色｝メ L ト M との関係を表してお ＇） ‘縦軸I~ 1j, N/Noを＊通丞

樺、I＇とフてあ弘幸持荷履歴とレて＼ j＇変位静 1J御で、丘締側から強めて A/L。＝ーJO九ヒし、 513長＇）尚ば1:.iらしめ‘

ヰ此嗣ーの載荷経路色経れのち A/L,"'JO%→－10%→:io r ..→－2oy.守おたとし沢。沼1-f.長線は上記久変fらり理論、

被線はn報（ヨ） I －，よるふさぬ変形域＂対する王室命解であって．久妻都理論との相異蕊）~，ノin似す伏 lてよる議伺ま豹
変イじ五j監視レてリることで＼携行かた1J'I て A、きく．堤Jr角のヰオ~ 1 I~ 比代走視してけることである. @5  Id..単

調丘絡lておける向認論の差と杭鴻相対委仕との1銅像五、部材の籾長ぎ芭示す値NE/No1勘愛数としてホレれもの

であ＇）＇久i毒J) の差~~喜ろえ： 1. ここれぬ，h は久 7 久実告らおよい；』、妻形両足論lてよる荷主位を長ゎ1·.

言T革結果肉解釈は、言き表時iて諸賓ととも I~ 考察し．議請のま1象とレ f-;. ¥)0 
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1紙面持怜上省略する折、側1必込士三「箭11＇＇）の挙動I：つりて」刃ラ.L..41号 ？.P.3，之内心
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ス．野休オP 「議琵レ鞠者自輔ち実 1）る者物祥智J段天妻形桝」同連禁制約例名報告集具体叫伴.iN~-260 ｜附州吋10
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